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  令和６年度の医療相談事例                                    

 

医療上若しくは医療内容のトラブル ／ 診断 

 

【事例１】酷い痛みがあるのに救急車を呼んでくれなかった。 

【相談内容】 

 

男性・５０歳代・電話（２０分） 

 

２日前、歩けないほどの激しい腹痛を感じてＡ診療所を受診した。診察を受けたが、

結果的に診断がつかなかった。それでも痛みが治まらなかったため、救急車を呼んでも

らうように医師に依頼したところ、軽症なので救急車を呼ぶべき状態ではないとの判断

から対応してくれなかった。 

その後、一旦帰宅したが痛みに耐えられず、タクシーでＢ病院を受診し、尿管結石と

診断された。 

本日、Ａ診療所に対し、誤って処方された薬代、Ｂ病院までのタクシー代の支払いを

要求したが拒否されたうえ、「訴訟を起こすなら起こしたらいい」と言われた。 

 

【対応】 

 

 医療安全支援センターでは、診療の是非についての判断はできないが、Ａ診療所へ、

相談者の意見を伝えることはできることを説明したところ、「お願いしたい。」とのこと

だったため、Ａ診療所に、相談内容を共有した。 

Ａ診療所からは、「診断がつかなかったことは申し訳なく思うが、結石の疑いも視野

に入れて検尿、血液検査をした。また、軽症のために救急車を呼ぶ状態ではなかったと

いう判断は誤っていない。本日、当院にも相談者から連絡があり大声で責め立てられた

ところだ。」とのこと。 

 

→ 相談者に対しては、Ａ診療所に、相談者の意見を伝えたことのみを報告した。 

 

 

 

資料２ 
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医療上若しくは医療内容のトラブル ／ 診断書 

 

【事例２】 

障害年金の診断書作成にあたって記載要領があることを医療機関に伝えてほしい 

【相談内容】 

 

女性・３０歳代・電話（１５分） 

 

精神疾患の障害年金をもらうため、社会保険労務士と一緒に書類を作成している。障

害年金申請にあたって医師の診断書も必要になるが、診断書の記載要領というものが厚

生労働省から出されていることをご存じない医師もいる、と社会保険労務士から言わ

れ、不安に思っている。この記載要領に従って記載してほしいと保健所から医療機関に

伝えてもらえないか。 

 

【対応】 

 

日本年金機構のホームページに、「障害年金の診断書（精神の障害用）記載要領」が公

開されているため、医療機関には、相談内容を伝えることは可能であることを説明し、

相談者から納得を得た。 

ただし、診断書は患者の意向のままに作成するものではないことは改めて説明し、記

入する内容は医師の判断に委ねられるものであることを説明した。 

 

→ 医療機関に、上記相談内容を伝えた。匿名で相談を受けたと伝えたが、相談者の心

当たりはあるようで、医療機関にも直接、何度か相談はあったとのこと。 

医療機関としては、患者からの依頼は遡及年金をもらうにあたっての診断書なの

で、過去のカルテに基づく診断書しか作成しようがない、との話であった。 
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医療機関の職員の対応・接遇 ／ 看護師 

 

【事例３】看護師の対応について（同一相談者による複数回の相談） 

【相談内容】 

 

女性・５０歳代・電話（①３５分、②３０分、③３０分） 

 

①  Ａ病院（特に看護師長）の対応が悪い。父親の入院に際して、主治医は状態

が悪くなったらいつでも入院するよう言っているのに、実際に入院しようとす

ると受け入れ拒否された。その際に納得できる理由も教えてもらえなかった。 

その後、他院に受け入れてもらったが、後日、あらためてＡ病院に入院した

際も、父親は認知機能に問題があり、慣れない環境では暴力行為の恐れもある

ため、母親は付き添い入院を希望していたが、病棟の看護師長に断られた。 

その際の物言いもきつく、介護施設への入所も検討するよういわれた。勝手

なことを言われて傷ついた。 

 

 →【対応①】訴えを傾聴した。相談者は、Ａ病院の地域連携室にも相談するつもり

であるとのことで、地域連携室に相談しても看護師長の態度が変わらなかったら、

医療安全支援センターからもＡ病院に連絡を入れてほしいと希望された。そうな

った場合には、改めて、医療安全支援センターに相談していただくように伝えた。 

相談者の父親はアスベスト関連疾患で余命２－３か月であり、治療できる病院

も限られていることから、転院は希望していないとのことだった。 

 

②  Ａ病院の地域連携室職員と話す予定があるのだが、医療安全支援センターよ

り、病院に対して伝えてほしいことがある。 

 Ａ病院はケアマネージャーに勝手に連絡をとって、施設入所を勧めるが、ア

スベスト患者を受け入れてくれる施設はないと、ケアマネージャーから言われ

ている。 

看護師から施設入所を何度も勧められていることに対し、アスベスト患者を

受け入れてくれる施設はないことをＡ病院の全職員に周知してほしい。 

 

 →【対応②】Ａ病院の地域連携室に、相談内容は伝えるが、あくまで要望として伝
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えるにとどまるため、全職員に周知できるかどうかについては、医療機関の判断

に委ねることになると伝え、相談終了した。 

 

③  看護師の対応についてＡ病院と話し合いをしたが、その後、病院からの父親

への対応が悪くなったように感じる。今までは入退院の度にケアマネージャー

に連絡をしてくれていたが、連絡を取ってもらえなくなった。自分が相談した

から対応が悪くなったのではないか。 

 

 →【対応③】前回相談内容から、Ａ病院がケアマネージャーに勝手に連絡をとって

施設入所を勧めるとのことであったため、相談者の意向を汲み取って医療機関か

ら積極的にケアマネージャーに連絡しない対応になったのではないかと伝えたと

ころ、それはそうかもしれない、とのこと。一通り傾聴すると、「ありがとうござ

いました」と言って切電された。 
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医療機関の案内 ／ 施設情報 

 

【事例４】入院時の保証人について 

【相談内容】 

 

男性・６０歳代・電話（１５分） 

 

今後入院することになった場合、保証人がいなくても入院できる医療機関はないの

か。 

 

【対応】 

 

 具体的な医療機関名の紹介は、医療安全支援センターではできないことを伝え、ご自

身で医療機関にご相談いただくよう説明した。 

身寄りがいない人が増えているのは分かっているのであるから、こういった事態に備

えて身寄りのいない方の支援制度の整備をしなければならないだろうに、ちゃんと行政

は考えているのか、医療相談窓口という意味をちゃんと考えるように、というご意見を

いただいた。 
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薬に関する知識 ／ 薬品情報 

 

【事例５】歯科治療と骨粗しょう症治療薬について 

【相談内容】 

 

女性・７０歳代・電話（１０分） 

 

整形外科で骨粗しょう症の薬を服用中。調剤薬局で、歯科の治療をする際には、歯科

医師に薬を継続するかどうか確認するように言われていた。今回抜歯に伴い、10 年来

の付き合いがあるかかりつけ歯科医師にその旨を相談したところ、3か月は休薬しまし

ょうと言われた。歯科医師の話を整形外科医師に伝えたところ、「その解釈は古い。歯科

医師を変えた方がいいのではないか」と、最新の知見の資料をもらったそう。整形外科

医師と歯科医師で言っていることが違い、戸惑っている。どうすべきか？抜歯だけ、他

の歯科に行こうかとも考えている。 

 

【対応】 

 

 ビスホスホネート製剤の顎骨壊死に関連する話と思われ、次のとおり助言し、納得さ

れた。 

 

今までの治療経過をよく把握しているかかりつけの歯科は、よほどのことが無い限り

変更しないほうがいいと思われる。一方で、整形外科医も、患者に資料を提供するなど、

対応は丁寧な印象。歯科治療の程度によって、解釈は変わる可能性があり、歯科治療に

責任を負う歯科医師の判断は優先すべきと思われる。 

整形外科医師からの資料を歯科医師に見せて、改めて治療方針を相談してはどうか。 

 

 

 

 

 

 


